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1959年第31回那覇市議会会議録 臨時会






第三十一回那覇市議会（臨時会）

事務顛末

招集一九五九年五月五日

開催年月日　一九五九年五月自八日

会期　日間

――― ○ ―――



 
  	○本会議第一日目　　　　一九五九年五月八日
  	午前　時　分
 

 
  	午後　時　分
 





本日の会議事件並びにその顛末左の通り
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事務処理顛末

1、市町村自治法第百七十条第一項の規定による議決予算の送付一九五九年五月八日　那議発第八七号にて市長宛

2、議決議案の送付

一九五九年五月八日　那議発第八八号にて市長宛

3、行政視察のため渡日する那覇市議会議員への旅券交付方要請決議書送付

一九五九年五月十三日　那議発第九〇号高等弁務官宛

4、市町村自治法第六十三条第三項の規定による会議結果報告

一九五九年二月九日　起案

一九五九年二月十七日　決裁

一九五九年二月二十六日　発送　那議発第三一号にて主席宛

那議発第三十一号の一にて市長案
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那議発第三一号

一九六〇年二月二十六日

那覇市議会議長

高良一



 
  	行政主席
  	宛
 

 
  	那覇市長
 





議会の結果報告について

一九五九年五月八日開催の第三十一回那覇市議会（臨時会）の結果は別紙のとおりであります。

右、市町村自治法第六十三条第三項の規定に基き報告いたします。
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第三十一回那覇市議会（臨時会）会議録

一九五九年五月八日

（開会　午前十一時〇五分）

○議長（高良一君）

開会致します。本日の出席二十九人欠席十三人で議会は成立しております。

○議長（高良一君）

ただ今から本日の議会を開きます。欠席議員十三人のうち宮里敏慶君、金城賢勇君、浦崎康幸君以上は行政視察で旅行中であります。それから比嘉朝四郎君、玉那覇有義君、宮城実君、以上は私用旅行中であります。又吉久正君は中央病院に見舞いにいってありますが、午後帰ります。以上御了承願います。

○議長（高良一君）

諸般の報告を申上げます。本月六日付那覇総々発第二八一六号をもって市長から議長宛議案送付について文書がまいっておりますので、書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣繁君）

那総々発第二八一六号

一九五九年五月六日
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那覇市長　兼次佐一

那覇市議会

議長　高良一殿

義案の送付について

五月八日招集の第三十一回那覇市議会（臨時会）に付議する左記議案を別紙のとおり送付します。

記

議案第十八号　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算

○議長（高良一君）

次に本月四日付をもって十六番議員石原昌進君ほか二名から行政視察のため渡日する那覇市々会議員への旅券交付方要請について議長宛決議案の提出がありましたので印刷の上お手許に配布いたしておきました。本件につきましては後刻議題といたし、御審議を願うことにいたしますから左様御了承願います。

次に本月五日付那議発第八十二号をもって議長から市長宛今期議会に付議された事件につき説明又は質疑のため参与の出席を要求いたしましたところ、同日付那覇総々発第二八三二号をもって出席者の氏名、職通知がまいっておりますので書記をして朗読報告いたさせます。

○書記（新垣繁君）

那総々発第二八三二号

一九五九年五月七日

那覇市長　兼次佐一

那覇市議会

議長　高良一殿

議案説明者の出席について（通知）

五月五日付那議発第八十二号による議案説明者として左記の者を出席させます。

記



 
  	市長
  	兼次佐一
 

 
  	総務部長
  	仲原英通
 

 
  	財政部長
  	義永栄善
 

 
  	総務課長
  	阿波連本平
 

 
  	財政課長
  	崎浜国宏
 

 
  	都計課長
  	知念英五郎
 

 
  	土木課長
  	安里一郎
 





○議長（高良一君）

お諮りいたします。去った議会で土地審査安定法の委員を那覇市の方から平良議員と辺野喜議員を推薦して任命されておりましたが、辺野喜議員は非常に多忙を極わめ辞表を提出されましたので、その後任として議会にはかり皆様の了解を得て致そうと思いましたが、六月の議会まで待てない事情にありましたので新垣松助議員を推薦いたしておきましたから、さようご了承願います。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

議事に入ります前に市長の挨拶がありますので暫く御清聴をお願いいたします。

○市長（兼次佐一君）

本日ここに臨時議会を招集いたしました理由は既に御通知申上げました通り、儀間議員ほか十一名から自治法第四十一条に基いて臨時議会を招集してもらいたいという請求がありましたので、その趣旨に答え、更にこのたび民政府から特別補助金として五万二千ドルを交付されることになりましたので、これを予算に更正して、ただちに執行いたしたいという考えで招集いたした次第でございます。どうぞ慎重御審議のほどをお願いいたします。

○議長（高良一君）

本日の議事日程は印刷の上お手許に配布しておきましたのでそれにより報告に替えます。
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議事日程第一号

一九五九年五月八日（金）午前十時開議

第一　今期議会の会議録署名人選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて

第三　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第十八号）

第四　行政視察のため渡日する那覇市議会議員への旅券交付方要請

決議（案）

（十六番、二十一番、二十八番議員提出決議案　第五号）







1959年第31回那覇市議会会議録 臨時会






本日の会議に付した事件

一九五九年五月八日（金）

第一　今期議会の会議録署名人選挙

第二　今期議会の会期を定めることについて

第三　一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第十八号）

第四　行政視察のため渡日する那覇市議会議員への旅券交付方要請

決議（案）

（十六番、二十一番、二十八番議員提出決議案　第五号）
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○議長（高良一君）

では只今から議事に入ります。

日程第一今期議会の会議録署名人選挙についてを議題といたしお諮りいたします。本件につきましては、従来那覇市議会の慣例ともなっておりますので、議長の指名に一任していただきたいと思いますが、さよう取りはからうことにして御異議ございませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

御異議ないと認め、決定いたし議長から指名いたします。十三番議員仲松庸全君、三十六番議員黒潮隆君以上お二人に会議録署名人をお願いいたします。

○議長（高良一君）

次日程第二、今期議会の会期を定めることについてを議題といたしお諮りいたします。議案もこの程度ですから会期は本日一日とすることにして御異議ありませんか。

（「賛成」というものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでありますので、今期議会の会期を本日の一日とすることに決定いたします。

○議長（高良一君）

次日程第三、一九五八年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第十八号を議題といたし、提案者の趣旨説明をお願いいたします。
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１９５９年度那覇市歳入歳出追加予算
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歳出
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○財政部長（義永栄善君）

議案第十八号につきまして、本追加予算案は一九五九年五月一日に民政府より安里川上流の改修工事並びに一銀通り舗装工事の工事にあてがうべく補助金交付において指示がありました。その施行が本年度間においてハーバービュー線舗装工事と一銀通りの舗装工事を完了しなければいけないのと、安里川の上流改修工事が年度内に契約しなければならないということで提案いたしましたわけでございます。中味について申し上げますと、歳入につきましては、五万二千八百六ドルをそのまま歳入とし、補助金そのままを充当しておるわけでございます。このあてがう趣旨は次に申上げます通り、ハーバービュー線舗装工事並びに一銀通り舗装工事と安里川上流改修工事にそのままの費用をもって歳入としております。

歳出につきましては、四款五項の河川費の安里川上流の改修費歳入の指示のまま支出費、久茂地第一号橋の三千百ドル、むつみ橋、前島町間の橋梁二千三百ドル、南美栄橋橋梁の四千三十四ドル、合計九千四百三十四ドルは民政府補助金の残余金であります。久茂地川沿線道路工事の三千三百ドル、久茂地第四号橋梁工事の八千三百ドルの計一万一千六百ドルは琉球政府の都計補助による残余金で合計二万一千三十四ドルと本補助金の二千八百六ドルと計二万三千八百四十ドルで消防対本部前通り歩道工事とハーバービュー線舗装工事、一銀通り舗装工事、安里川上流改修工事を施行するということになっております。次に第五項の一目の二十八節の施設費一万三千八百五ドル、これは安里川上流改修工事の設備費でございます。これは土地買収費として七号議案でもって一月二十九日に上程いたしましたが、現在のところ、この費用が余分になっておりますので、これを第二目の施設費のむつみ橋、前島町間の道路用地買収工事費にあてがうということでございます。これにつきましては、さきに議決を得たわけでございます。当時の買収価格が四千円の算定をいたしましたが、その後地主との折衝においてどうしても七千円でなければ応じないということになりまして、工事施行が急を要しますので、いろいろな面から検討し、且つ評価委員会にかけまして、七千円が妥当であるという線にもっていきまして、その意味から施設費を二項の三十八節に振り替えたわけでございます。以上歳出につきまして簡単に説明申上げます。

○議長（高良一君）

只今の当局の説明に対し質疑に入ります。

○委員長（新垣松助君）

ただいまの財政部長の説明でおよそ解っておりますが、ハーバービュー線の舗装工事に対して現在のハーバービューの入口旭橋からの入口に二間ぐらいのトタンぶきがあります。これは鉄工所になっております。これをどういうふうにして立退かすか、非常に頑張っているらしいが、これに対する補償の問題も交渉されておりますが、これが一ツ、いまさきのむつみ橋、前島町間の道路用地買収費に対して市当局は四千円と見積ったが七千円と話がついておるということであるが、平均して七千円であるのか、どうか、この二ツについてお答え願います。

○土木課長（安里一郎君）

お答えいたします。ただいまの最初のハーバービュー線工事の御質問でございますが、ハーバービュー線の入口のほうの工事は現在計上してあります。この工事の中には含まれておりません。予算外になっております。つまり今年度の工事は前に終った工事でございます。入口の取り付けは含まれておりません。それからむつみ橋前島町間の道路の買収費の七千円の価はその平均でございます。一坪あたり平均七千円で総坪数を掛けまして算出するようになっております。何故ハーバービュー線の舗装工事が出来なかったかと申しますと、この工事は六月三十日までにやらなければ軍からアスファルトの補給が為されないわけでございます。その期間にやるひまがなく出来ない場合で民政府のほうから補給を断られるわけでございます。

○委員長（新垣松助君）

入口の舗装は組まれてないというがこの入口がハッキリしないと道路の舗装に対しては何ら効果がないと思いますが今度これと一緒に継続的にやる意志があるかどうか。

○市長（兼次佐一君）

予算説明の時に示されております通り今度の更正をしていただきたいというハーバービュー線は舗装だけでございます。それでは何故それだけにとどめたかということは土木課長の説明で申し上げた通り六月までに工事完了をしなければならないという制限がついております。その制限だけではなしに予算の割り振りも軍からこれだけはハーバービューの舗装といったようにきめられた枠内で行いますので必然的に残工事は着工出来ないのであります残工事を引き続きやるかというおたずねに対しましてお答えを申上げます。残工事につきましては六十年度予算において計上しようと考えていないのであります。そお申上げますのは自己財源とそれからごく小範囲の見通しをつけられる補助金によって六十年度の当初予算は編成いたしますので残工事費を計上することが出来ないような状態になっております。しかしあれは都計道路といたしまして都市計画事業の道路といたしまして軍かもしくは行政府の特別の補助金によって六十年度会計年度内において工事を完了することが可能であるという見通しを付けております。

○金城幸信君

市当局におたずねいたします。五万ドルの金が安里川上流大道橋からむつみ橋間の河川工事費に軍補助金としてこの予算に組まれておりますが大道橋からむつみ橋間の間は相当長くてこの五万ドルでは到底できないと見ております。その金の使途の場所ですが例を申上げますと大道校の裏とか昭和バスの裏とかホタル橋とかこういった橋にもちろんそうせられると思いますがどういった面で重点的にお使いになりますかそれから次にもう一点ございますが、軍においても大道橋からむつみ橋あたりを市の金で早くやれというようなことであるということを私は聞いておりますが、いまの五万ドルでは到底できないというような現状においてどうやって一万三千八百五ドルを用地買収にあてがうのか、その一万三千八百五ドルという金ですが前の議会で四千円であった査定が七千円になり坪あたり三千円も上廻っております。そういったものについての金の出しかたについてですがほかの方法でそれに向ける考えはないかこの二点についておたずねいたします。

○市長（兼次佐一君）

最初からの説明がまずかったせいかも知れませんがただいまの御質問は自由に使える財源に今度の歳出の更正をしたような感をうけておられるのではないかと思いますが、これは民政府の方で五万二千八百六ドルという五十九年度において那覇市の都計事業に与える総予算の中の残額であるこれを会計年度内に使用してもらいたい。その使用の方法は一銀通りの舗装に八千六百十ドル、ハーバービューに四千五百五十ドル残ったところの四万八千五百ドルはその範囲内でできる分安里川上流の工事にあてるというところの紐つきの補助でございます。従いまして示された四万八千五百ドルを工事の請負費用として蔡温橋上流のいわゆる安里川の改修工事にそれだけの分をあてがうということになっておりますがしからばその金額に相当する工事箇所がどこまでどういったふうになっているかというところの具体的設計は現在たてつつあるのでございまして緊急を要しましたので幸いこれはさきの議員請求の臨時議会の要請がなければ、補助金を執行するために専決処分をもって行うかと考えていたわけでございます。幸いにして、こういった議会がありましたので、予算を更正していただくわけでございまして結論を申しあげますならば軍から示された金額の範囲内において可能な限りの工事をするというのが安里川の改修費となっている次第でございます。二番に対しましては課長からお答えさせます。

○土木課長（安里一郎君）

ご質問に対しまして何故崇元寺橋から蔡温橋の間の予算をむつみ橋の道路工事に利用したかということでございますがこの予算は用地買収費でございます。蔡温橋から崇元寺橋までの用地買収費でございますがその用地買収費について地主と交渉しましたところさきの用地買収には応じられないというふうな回答でございました。しかも将来換地をしてくれというような要望がつきまして、今年度中にはその金をもちまして用地買収をすることが不可能ということがハッキリしましたのでまた用地の買収には応じないが工事は推行して差し支えないというふうな地主の承諾も得ておりますのでそれで緊急を要するむつみ橋の道路に流用したわけであります。

○金城幸信君

ほぼなっとくした次第でございますがひとつ要望申しあげます。この大道橋からむつみ橋間はぜひやらないといけない個所でございまして、この五万ドルは勿論市のほうとしても適材適所に余程考えた上で金を投ずると思いますが私からのお願いはこの五万ドルに対しては大道校の周辺に相当な水が浸水し、雨期になるというとこの浸水が汚物を一杯校内に運び充満し、非常に衛生上悪い子供達が赤痢や、伝染病にかかったらどうするか、という衛生上の懸念と、浸水による事故と、便所、この三つの件で学校当局並びにＰＴＡ、父兄そういうかたが随分軍にも民の政府にも要求したのでございます。大道校の周辺ここは去年の十一月でしたか、三万ドルという案があったんですが、これだけでは出来ないというわけで伸び伸びになっていたわけでございます。そういった面において重点的に補助金を流用することを要望いたします。

（「進行」というものあり）

○議長（高良一君）

討論に入ります。

（「討論なし」というものあり）
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決議案第五号

行政視察のため渡日する那覇市議会議員への旅券交付方要請決議（案）

首題の件について別紙案のとおり議会の議決を得たいので提案する。

一九五九年五月八日

二十一番議員　瀬名波　栄

二十八番議員　上原　文吉

十六番議員　石原　昌進
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行政視察のため渡日する那覇市議会議員への旅券交付方要請決議（案）

此の度那覇市議会の用務で、浦崎康華、金城賢勇、宮里敏慶、儀間真祥、仲松庸全、真栄田義晃の六議員を日本々土へ派遣することになつております。

ところが、浦崎、金城、宮里の三君に対してはすでに旅券を交付されておりますが、他の三君は未だに旅券の交付をみておりません。尚、旅券未交付の三君に対しては、特別な様式による渡航許可補助申請書の提出要求がなされておりますが、同君等はこれを拒否する旨言明しております。

思うに、こういう事情が旅券を交付されない理由ともなつているようでありますが、政府当局のかかる差別的措置に対しては那覇市会も遺憾に思うものであります。

なぜなら、今回行政視察のため派遣すべく前記六名を選出するに当つて、その所属党派の如何にかかわらず、那覇市会は議員平等の原則に基き、何らの差別的扱いあもしてないし、又同君等が、補助申請書の提出を拒否することについても、市議会として何ら異論をさしはさむものではないからであります。

思うに日本々土へ渡航しようとする沖縄人の内、特定の者に対し、特別の申請書によつて、その思想傾向の調査をなし、且つ申請の如何によっては、ただに渡航を拒否するのみならず、更に処罰することを得しめる如き宣誓を要求することは、思想、信仰、言論、出版、結社の自由についての民主々義の基本的原則を逸脱し、且つ、日本国民である沖縄人が日本々土へ渡航することについての、独立国々民としての自由をいちじるしく阻害するものと認めざるを得ないのであります。よつて旅券未交付の前記三君についても、他の三君と平等の取扱いをなし、可及的すみやかに旅券を交付して下さるよう要請致します。

一九五九年五月　日

那覇市議会

琉球列島米国民政府

高等弁務官閣下

提案者

議員　瀬名波　栄

議員　上原　文吉

議員　石原　昌進
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○議長（高良一君）

では討論を省略して直ちに採決に入ります。

○議長（高良一君）

日程第十三、一九五九年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第十八号につきましてはこれを原案通り承認することにしてご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでありますから原案通り承認することに可決決定いたします。

――― ○ ―――

○議長（高良一君）

次日程第四、行政視察のため渡日する那覇市議会議員への旅券交付方要請決議案についてを議題といたし提案者の提案理由の説明お伺いいたします。

○瀬名波栄君

このたびの那覇市議会から六名の市会議員が日本本土に行政視察するということに決定いたしましたが、この議案に要請決議案に示されておりますように三名の議員がいまだにパスポートが出ておりません。このことにつきましては、高良議長並びに渡口副議長お二人の方が数度にわたり民政府との折街をしていただいており非常に感謝いたしております。この要請決議案は沖縄に住んでいる日本人いわゆる沖縄県民でありますが、この沖縄人の自分の親元、本国に対する渡航の自由ということがこの要請の内容をなすものでありますが、私達が再三、那覇あるいは泊の港にゆきましてその周囲の人々の話を聞きましても戦前はよかった。戦前は切符も自由に買えて切符さえ買えば幾らでも日本に行くことが出来た。ところが現在ではどうもうるさくて仕方がないという、そういうふうなことがあちらこちらで聞こえるわけであります。去ったタイムスの紙上にありましたが池島信平といういわば日本の文化人でありますがこの池島信平さんの対談がタイムスの紙上に載っておりましたが、その中で日本から沖縄に渡航するのに一ヶ月と四時間かかる最初の一ヶ月は手続きのための一ヶ月で後の四時間は飛行機に乗れば四時間で沖縄に来られる。従って日本から沖縄に来るのに一ヶ月と四時間かかるという皮肉たっぷりなことを申しております。これは日本本土にいる日本人に限らずアメリカにいる沖縄人この場合にも非常に不自由であるようであります。これは前に沖縄にきましたハワイの沖縄人の観光団これに混って来ました二世の方もそういうことをいっております。沖縄の出入国管理令、これは非常に窮屈だということを申しております。またそれに対して新聞論調では、日本の場合には観光客を誘致するという意味において観光の場合には特別措置を講じて非常に出入が楽になっている。手続きが楽になっているということも付記されておりました。それから沖縄にある時計商でありますが、この人はスイスの時計会社と貿易関係を結んでいる関係からスイスに渡航しようとしましたところが、沖縄の民政府のパスポートではこれができないということが非常に苦労なさったということが新聞にも報道されております。こういうふうにして沖縄という地域は元来が日本でなければならない沖縄が現在アメリカの統治下に置かれている。いわゆる講和条約の第三条に基いてアメリカの統治下に置かれております。そういう中で沖縄住民の持つ管理ということが問題になって、沖縄人が日本に行けば日本国民としての一切の権利を認められ、自由を認められ、日本に行けば選挙もあり被選挙権もあるわけであります。ところが、その日本国民である沖縄人が、沖縄においては、そうではなしに日本国民として取り扱われないし、そうかといってアメリカ国民としても取り扱われない非常に残念な立場に置かれているわけでございます。そういう方法で非常にわれわれは苦しんでいるわけでありますが、そういう国際的な奇型児と申しますか、変則的な統治下に置かれているという中でいろいろな不自由これがあります。その中で現在問題になりますのは、渡航の自由であります。この渡航の自由については教職員会あるいは青年会、その他の民間団体においても常に要求している次第であります。そのことは単に民連、あるいは人民党だけに限らず、労動組合の役員をして非常に活発に運動するということでやはりこういう制限を受けて渡航ができないというような方々もおられるわけであります。本来がそういう自由ということこれは民主主義の原理から生まれてくるもんだと考えます。私達は特殊の占領下にあってもできるだけ民主主義的な権利、あるいは民主主義的な自由この枠を少しずつでもいいから拡大して行きたいというふうな要求をしなければならないのであります。沖縄には現在高等弁務官制度がしかれておりますが、これは御承知のように大統領の行政命令、この大統領の行政命令によって高等弁務官制度がしかれているわけであります。この大統領行政命令の第三節にこういうふうに述べられております。「国防長官はこの権限を行使するに当っては民主々義の原理を基礎として民主的、且つ健全な財政機構によって出された、能率的な責任ある琉球政府の発展を助長し、琉球島住民の幸福及び福祉を向上するために全力を尽し且つ住民の経済的及び文化的進歩を引続き促進しなければならない」こういうふうに大統領行政命令の第二節に述べられているわけであります。このようにして定めこのように行えば非常にりっぱなものであります。われわれはこの大統領行政命令を、その精神を汲み取ってこのように定められたのがこのようにして行ってもらいたいということをお願いしなければならないし、また要求しなければならないのであります。この民主々義というものですが、すでに御承知ではありましょうが、住民大衆の要求によってしか民主々義的権利やあるいは自由というものは拡大しえないということであります。よく東洋の諺に「沈黙は金なり」という諺がございますが黙っているということは、これは黙認でございまして、支配者のやっていることをその侭承認するということにしかなりません。また琉球政府は、自治権の拡大ということの音頭を取っております。非常にけっこうなことでありまして、日本に復帰し、われわれが日本国民として主権者として日本憲法のもとに自由と平等の生活をすることは、沖縄における民主的な権利やあるいは自由、これを少しずつでも延ばしてゆくということが、いわゆる自治権の拡大でもあると考えます。そういうことはまた世界人権宣言の人権に関する世界宣言これにも述べられております。われわれが特殊事情下にあるからといって、それでもって仕方がないというふうに黙っているということはこれはいけない、ということは世界人権宣言にもはっきり謳われているのであります。この世界人権宣言正確にいいますと、人権に関する世界宣言、これは千九百四十八年十二月十日第三回国際連合総会において採択されたものであり、またアメリカの前大統領ルーズベルト夫人を委員長とするところの人権委員会これにおいて起草されたものであり、この宣言の第二章にこういうふうに謳われております。これは一項二項に分かれておりますが、第一項「人はすべて人類皮膚の色、性別、言語宗教、政治的、その他の意見、もしくは社会的出身、財産門地または、他の身分というような如何なる種類の差別もないし、この宣言に掲げられているすべての権利と自由とを享有する権利を有する」二項「さらに個人の属する国または地域が独立地域であると信託統治地域であると非自治地域であるとその他何らかの主権制限のもとにあるとを問わずその国または地域の政治上管轄上または国際上の地位に基くいかなる差別も設けてはならない」というふうに謳われております。ちょうど沖縄はこれに該当するわけであります。いわゆる被統治地域でありまた何かの主権の制限にあるわけであります。そういう制限にあっても人間がもっているところの基本的な権利あるいは自由これは侵害されてはならないということが謳われている。これが国際条約になっているわけであります。従いまして私たちは現実においてそういう特殊な政治情勢下にあるからといっていまの支配する民政府の法律や民政府の高官がおっしゃることはこれらはすべて盲従しなければならない黙っていなければならないということはないわけであります。元来がアメリカはよく世論の国といわれております。これは国民がすべて自分の生活を自分たちで守るために自分たちの意見をドンドン披れきする。これが世論であります。この世論にたって大衆の利益のために政府は奉仕する。というのが世論の国であります。従いまして私たちはアメリカの政策、民政府の政策にこういうふうにして基本的な線にもとるという場合には私たちは幾ら支配をうけている沖縄人であってもやはり声を大にして　それはいけない　こういうふうに直してもらいたい　ということを要求しなければならないわけであります。従って「沈黙は金なり」という昔の金言は古くさくなって　めいどの中に葬りさられてしまったといってもよろしいのであります。しかも現在われわれは戦争中ではないわけです。戦争はすんで十四、五年になります。そういう平和的な時代において軍事上の目的で外国の制限を被統治者、住民に与えるということはだれが考えてもかんばしいことではありません。従って平和が続くということは現在の国際情勢をみましても非常に楽観視されております。そういう平和というものが国際間の平和というものがだんだん恒久的なものとして世界の人類に受け入れられ、守るところになっている現在においてはやはり軍事上の目的ででてくるところの制限、これは徐々にでも解消されてゆかなければならないし　また、それが当然であると考えております。私たちは現在アメリカの政府によって支配されているわけでありまして、アメリカの権利はもちろん沖縄に適用されませんが、しかし、アメリカの国民が享有しているところの権利や自由、せめてこれぐらいのものは　われわれ沖縄人に与えてもいいじゃないかというふうに考えます。そういうことからしてアメリカ人がアメリカ本国に行くのが自由であるように　われわれ沖縄人が本国である日本に自由に渡航することが往復することが自由であるように願うのは当たりまえのことであります。従って現在の布令でのべられているところの苛酷な条件これを遂次、緩和してもらいたいというふうに要求するのが人情として妥当な考え方じゃないかというふうに考えます。このたびの渡航については議長、副議長の方々から随分努力していただきましたが、民政府からは民連所属の三名の市会議員に対しては特別に補助申請というものが出されている。これは二十七ヵ条もれなく記載署名して出せ、そうすれば渡航も考慮しようということになっております。私、この補助申請書というものは出せば必らず渡航が認可されるという筋合いのものではなしに、労働組合の幹部こういった人たちは補助申請を出しておりますけれども許可がいまだにおりないという人たちもおります。結局、特殊の人に対してはやはり差別待遇がなされるということになっております。しかも、この補助申請の内容をここでるる説明するものではありませんが、過去十年にわたっての自分の行動あるいは親類縁者、行き先きについても記載しなければならないし、日本に行っても行動を記載しなければならない　かつて日本に行った場合には当時の行動も記載しなければならないことになっている。あるいは思想上の問題であってもこれは見る人によっていろいろと違ってくるのであります。たとえば昔においては宗教が支配者の道具であった場合には自分に反対するものを押しのけるために圧迫するために、無神論者というレッテルを貼って追放する。ところが現在のいわゆる資本主義社会、それから社会主義社会というふうにわかれている中では自分の意見に反対するものも追放するために赤のレッテルを貼るということがなされています。そういうことは非常に危険でありますが、現実にこれがあるわけなんです。これがある以上少しでも民政府の気にさわるようなこと、あるいは行動をやった場合はそういうレッテルをもって追放されるか、あるいは抑圧されるということもでてくるわけであります。もちろん行き過ぎることはよくないが当たりまえのことは当たりまえでよろしいのではないか、というふうに考えております。そういうふうにして補助申請に記載された事項に対する見解、これは常に一方的に民政府側の判断というふうになっております。またこれに署名した以上そういう間違いがあった場合はどういう処罰をうけても御異議ありませんというふうになっていわゆる宣誓であります。こういうふうになってまかり間違ったならば自分の身にとって非常に不利になるということも予想されるわけであります。よく昔から「石橋をたたいて渡る」という言葉がありますが、それほどの用心はしなくてもあぶない橋を渡るということは「君子あやうきに近かよらず」ということからしてあぶない橋を渡るということは愚かであります。従って中には申請を書いてもいいじゃないかというふうに申される方もおられますがなるほど書いてもよろしいかもしりませんが特定の人の場合にそれが自分の身をしばる結果になりかねないという危険がある場合、あえてそういった落し穴に入るということはこれはだれしも好まないことであります。従って今度の三名の議員がこれを書かない。また、こういうことをなすこと自体がいけないんじゃないかということを要求するのは妥当じゃないかというふうに考えております。それから補助申請は原則としてみんなに要求されるべき問題じゃないかというふうな御意見もあるようでございますが、これは布令の百四十七号、これは琉球住民の日本旅行管理令というふうになっております。いわゆる出入国管理令であります。この管理令の第三章の六条は特に必要ある場合には補助申請を要求することができる。というふうになっておってこれはやはり布令からみましても原則ではない、特に必要のあるものしかそういう調査は要求されていないわけであります。そういうふうにして非常に差別的になされているわけですからこういうものを書かないということが本当ではないか、また書かなくても渡航ができるように次第次第に布令を改正して行く方向に改正していくということが妥当ではないか、そういう改正という場合にはもちろんのこと住民の側に立っての改正であります。これはさきほど申し上げました自治権の拡大という場合でも同じであります。いわゆる統治者のための法律これはある程度削除して住民の利益になるようにもって行く　ということが自治権の拡大であり、そのための法律の改正というふうなことでなければならないというところからどうしてもそういう布令百四十七号つまり出入国管理令、こういうものはさきほど申し上げましたが民主主義の理念にもとづいて大統領行政命令、あるいは人権に関する世界宣言精神これに基いてやはり自分の本国に往復するのだがらこれはもっと幅を拡げて自由にさせるべきだというふうに要請しなければならないのであります。その場合、差別扱いされているのは一部ではないか、ということが考えられますがしかしこれは決して一部ではなく確かに世の中と過してゆくにはいろいろと政治活動、あるいは文化活動もあります。しかしそういった文化活動や政治活動こういったものも支配者として気に喰わないということで差別待遇されるということになると、本当に世の中のため少しでも努力しようという人たちはそういう意欲をそがれてしまってさきほど申しあげましたように「沈黙は金なり」ということになりかねない。あるいは「ものいえば唇寒むし秋の空」ということになりかねないのであります。そういった友米的な民族性をもっとものがいえ、ものが考えられるような社会をわれわれはつくってゆかなければならない、そういう共同責任をわれわれはもっているのであります。現在一部しか要求していないようであります、そういうことはやはり撤廃してもらって日本人が日本に行くことを自由にしてもらいたいというような要求。これはなるほどいますぐにはできないかも知れませんが、しかしながらこういうことは二回でも三回でもあるいは一年でも二年でもこれが実現するまではねばり強く要請する。というふうな努力をしない限り民主主義の前進もない。また自治権の拡大もない特に今回の場合は那覇市議会を代表しまして日本の行政視察をする公務であります。こういう公務に対してこういう差別待遇するということはアメリカ民政府がいっている地方自治体の育成精神にも反する。つまり地方自治体の自由な行動、これは民政府が政治的な感情というふうに誤解もそこから生まれてくるわけであります。従いまして私はそういうアメリカの大統領が出した行政命令を民主的な理念によってあるいは人権宣言の理念に基いてどうしてもこういう不自由な法律は徐々に変えて行き、だれでも認められるような方向にもっていいくというふうな努力を今後も積み重ねなければならないという立場で今回の那覇市議会としてはどうしてもさきがけて沖縄人の渡航を自由にしてもらいたいという要求をこれをさきがけてやらなければならないのじゃないか、というふうに考えているわけであります。以上が今度の要請決議に対しての提案理由であります。なるほど非常に複雑な現在の政治情勢ではありますが繰り返すようでありますが少しずつでもわれわれの権利や自由をのばして行き、住民の側が利益になるように伸ばしていくための努力の一端の現われとしてこの決議案が出されておりますのでどうかみなさま方の全員の御賛同でこの要請決議案を採択していただきたい、ということを申しのべ提案の説明を終りたいと思います。

○議長（高良一君）

ただいまの説明に対し質疑に入ります。

（「質疑なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

質疑がなければ討論に入ります。

（「討論なし」「進行」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

それでは討論を省略して採決に入ります。日程第四、行政視察のため渡日する、那覇市議会議員への旅券交付方要請決議案につきましてはこれを原案通り可決することにして御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶものあり）

○議長（高良一君）

多数御賛成のようでございますから原案通り可決決定いたします。

―――○―――

○議長（高良一君）

以上で今期議会の日程は全部終了いたしました。これをもって第三十一回議会を閉会いたします。ありがとうございました。

（午後十二時六分閉会）
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